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基本に立ち返ること。 

初心に立ち戻ること。 

そもそもの事の起こりに再び

忠実になること。

原点回帰

Return 
to the Origin

Youbi

YOUBI

HOTEL & RESTAURANT FOOD STYLE CATALOG

Vol.19

Get back to basics. 
Recover an unspoiled view. 
Be true to how it was at the start.
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用
美

「用の美」とも称される「民藝運動」に由来

する言葉。日本に西洋的な「アート」の思

想が導入されてから目を向けられなくなっ

た、日本古来からの名もなき職人達による

「簡素ながら機能美に優れた飾らない美

しさ」を表現する言葉。

私たちが大切にし守り続けてきたこの思考

は、なにより料理人の想いをかたちにし、そ

のお客様方に最高の料理を提供するため

のものです。一流の料理人のその所作自

体がアートであり「美」であると捉えるなら、

その支えたる道具にこそ華美な装飾は必

要ないのです。

Youbi

Inte rpreted as "beauty in funct iona l i t y," 
the word YOUBI was co ined in Japan’s 
Minge i fo lk a r t movement. I t  expresses 
the s imple-yet-funct iona l aesthet ic and 
unadorned beauty prized by the craf tsmen 
o f  anc i en t  Japan.  Th i s  t ype o f  beau t y 
has la rge ly been in abeyance s ince the 
Western concept of ar t was introduced to 
Japan.
However, we have always cher ished and 
preserved th is phi losophy, g iv ing shape 
to our chef's sensibi l i t ies, providing their 
customers with the highest quality cuisine. 
If you recognize the work of a f i rst-class 
chef to be art expressing beauty, the uten-
sils employed do not need to be ornate.
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これからの「用美」

私たちは時代の変化に対応して、お客様のニーズに応え

るための商品をスピーディーに提供してきました。

しかし、その原点は「道具」でありあくまで料理人の片腕

でありたいと考えてきました。

これからの飲食のあり方を考えたときに、こんな時代だか

らこそ本物を発信していきたいと思っています。

私たちが道具に込めた想いは、料理人の想いへとつなが

り、それは食事をする全ての人の想いへと繋がります。

ただ食べるだけになりがちな現代の食生活に、料理を体

感することで生まれる感動を伝えるために。

そして、想いをカタチにするのもやはり人の手なのです。

We have responded to changing times by promptly of fer-
ing products to meet our customers' needs.
However, our approach stil l begins with the utensils them-
selves and the desire to be of utmost help to the chef.
When we consider dining in the future, it is precisely the 
coming of this era that we aim to provide truly authentic 
products. 
The spir i t we put into these utensi ls ends up inspir ing 
the chef, which in turn is ref lected in the feelings of every 
diner.
This is to communicate emotions created by experiencing 
cuisine to modern dining styles, which tend to focus on 
merely eating.
And it is sti l l the human hand that gives shape to these 
feelings.

The Future of "YOUBI"

道具を作る。

それはアートではない。

必要だから出来たもの。

生きるために生まれたカタチ。

だからこそ美しい。

これからのこと

From Now On
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芸術品を完成するための道具

道具と料理人が出会って生まれる料理という芸術

品。料理は生きていくために必要な栄養素というだ

けではありません。

人は食事をします。ひとりで食べたり、だれかと食べ

たり。しかし、生きて行くために必要な食事は、食べ

物を食べるという行為だけではないのです。

どこで食べて、だれと食べるのか？ そして、そこで生ま

れる様々なこと…  それらすべてが食事をするという

ことなのです。

Cuisine: works of art created by the chef using uten-
sils. Cuisine is not just about the nutrition we need to 
l ive.
Humans eat. Somet imes a lone, somet imes w i th 
others. However, the meals we eat to live are not just 
about consuming food.
Where do we eat, and who do we eat with? So many 
matters arise... Eating a meal includes all of these.

Utensils to create works of art

自然と道具のつながり。

道具と器のつながり。

器と料理のつながり。

料理と人のつながり。

そこで生まれる、人と人のつながり。

これこそ料理人と

料理だけが生み出せる奇跡だと想う。

たいせつなこと

Important Thing
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いちばん大切にしていること

大切な誰かと非日常の空間でいただく至福の料理。

そして、そこに生まれる時間と会話。果たして、これ以上

の幸せはあるのだろうか？

私たちはただ「道具」を作っているのではありません。その

先にある、笑顔と幸せを見据えて「食」と言う人の根幹に

あるよろこびを支えていきたいと想うのです。

それは当たり前だけど手にしがたい、人と人とのつながり

を作っているのです。今だからこそ、その大切な部分にき

ちんと目を向けて行きたいと思うのです。これからも、また

そんな空間を提供し続けていくために…。

これが「用美」のこれからの挑戦です。

Cul inary bl iss in an extraordinary place, with someone 
special.
The enjoyable time spent, and the ensuing conversations.
Really, is there any greater joy?
We are not simply making "utensils." Our goal is to sup-
port the joy of eating that l ies at the heart of human life:
the smiles and happiness that f ine food produces.
It's creating those natura l yet e lus ive connections be-
tween people. This is why we believe now is the time to 
concentrate on this most important aspect.
To continue providing such places in the future...
That’s the challenge YOUBI faces.

What’s most important

誰かと時間を共有したい。

大切な人と美味しい料理を食べたい。

非日常の素晴らしい空間を満喫したい。

これ以上のしあわせはあるでしょうか？

食事とそこに生まれる出会いに…。

そして挑戦すること

And Challenge
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古くから木や森と共に生活してきた日本人。

そんな日本人だからこそ生まれた、日本古来の道具たち。

今なお、作業の多くを手作業に頼りひとつひとつ作るその製品には、

日本人の美の意識が宿っていると感じるのです。

こわれるから、修理をし長く使う。

道具を作るための材料は、無理なく自然からいただく。

この日本人の意識こそ、世界で注目されているのです。

「SDG s」言われていることは日本人にとって当たり前のことです。

使ったら育て、また使う。自然との共存。

当たり前のサイクルとそのあり方。

消費してしまうものだからこそ、育てる義務をきちんと行う。

古来よりきちんと続けてきたことを今後もきちんとつなげていく。

これが私たちがこだわる、木製品という道具なのです。

あたりまえのことが続けられない現代だからこそ、きちんと繋げていく。

今までも続けてきたからこそできるサイクルで、無理なく続けていきたいと考えています。

S DG sのこと

YOUBI Work On
SDGs

The Japanese have l ived in harmony with trees and forests 
since time immemorial. So it is natural for them to have cre-
ated these traditional utensils. Even now, much of the work is 
stil l done by hand, with each item individually crafted: embod-
ying the Japanese sense of beauty.
Although they can break, they can be repaired for long years 
of use. They are made from sustainable natural materials. This 
Japanese approach is now respected worldwide.
SDGs have long been common sense for the Japanese.

Sustainable Development Goals

Use it, grow it, use it again. This is coexistence with nature. 
It is the natural cycle, as it should be. If we use things up, we 
have an obligation to regrow them. This is how it has been; 
this we wil l continue. This is what our wooden utensils are all 
about.
Precisely because humanity cannot just keep going the same 
as ever, we will continue to make the right connections. So far 
we have followed a sustainable path, and we intend to contin-
ue calmly so to do.
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詳しくはこちらへ

The SDGs (Sustainable Development Goals) are international goals from 2016 to 2030 adopted at the 
United Nations Summit in September 2015. It sets out 17 goals to be addressed towards a sustainable 
society. It covers not only social issues centered on developing countries such as poverty and hunger, 
but also global issues including developed countries such as economic growth, work style reform, envi-
ronment / energy, and gender equality.

SDGs（持続可能な開発目標）は、2015年9月の国連サミットで採択された2016年から2030年までの国際目標です。持続可能な社会に向けて取り

組むべき17の目標が示されています。貧困と飢餓といった途上国を中心とする社会的課題のみならず、経済成長や働き方の改革、環境・エネルギー、

ジェンダー平等など先進国を含めた世界共通の課題が網羅されています。

SDGs（エスディージーズ）とは？

YOUB Iが取り組むSDG s

持続可能な消費生産形態を確保する。この先も続けることの出来る商品の生産。正しい価格での取引。つくるから育てる。つ

かうから守る。あたりまえをあたりまえに。

つくる責任 つかう責任12

気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる。地球温暖化は今取り組むべき急務と言われています。計画的に

使い、計画的に育てることは森を守ることに繋がります。

気候変動に具体的な対策を13

海洋廃プラスチック問題は世界の大きな課題です。プラスチック利用を抑えることで海洋資源を保全し、持続可能な形で利用

する。豊かな海があってこそ地球は今の環境を維持しているのです。

海の豊かさを守ろう14

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対処ならびに土地の劣化の阻止・

回復及び生物多様性の損失を阻止する。母なる大地をいつまでも。

陸の豊かさも守ろう15
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SHOW ROOM
新製品・カタログ/リーフレット等  最新情報をお届けします。

商品を実際にご覧いただけるショールームが「岐阜」「東京」にございます。

まるで古民家を思わせる、クラシックモダンな建物の岐阜ショールーム。

落ち着いた「和」の空間でゆっくりと商品をご覧いただけます。

東京ショールームはアクセスに便利な合羽橋の近く、JR上野駅よりご利用いただけます。

お気軽にご相談ください。

※商品点数が多いため、一部商品の展示になります。前もってご連絡いただけましたら、ご希望の商品をお取り寄せすることも可能です。
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本社
〒509-9298　岐阜県中津川市坂下275-1
TEL 0573-75-3470 　FAX 0573-75-4650
E-mail  youbi@yamaco.jp
URL  https://yamaco.jp

岐阜本部 ショールーム

〒500-8356
岐阜市六条江東3丁目1番9号
TEL  058-274-9272　FAX  058-274-9216

アクセス ： JR岐阜駅よりお車で約15分

岐阜ショールーム
バーチャルツアー
ご覧いただけます。

東京ショールーム（東京営業所）

〒111-0036
東京都台東区松が谷2丁目29-7 万美ビル
TEL  03-5806-6070　FAX  03-5806-6071

アクセス ： 東京メトロ銀座線 稲荷町駅より徒歩約8分
JR上野駅より徒歩約12分

営業所 ： 東北・東京・岐阜・大阪・福岡
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商標登録 第2642521号
国際登録番号 第1006663号
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古物商許可番号 第531190301300号

（店装備品）



特別注文承ります。
オリジナル商品を小ロットから製作します。

特別注文の流れ

製作事例

木箱の場合のオーダー例

お客様の様々なご要望にお応えしながら、
ご希望のデザイン・材質・カラー・数量等に合わせ、きめ細やかに対応をいたします。

特別注文方法（オリジナル商品製作）

形状・寸法・塗装（有・無）をご指定ください。

専用パーツに対応

名入れに対応
塗装・材質に対応

木やアクリルなどの蓋

仕切り

ステンレス中子

木箱 桐箱 ルーター加工 桶 トレイ 輸入陶器

アクリル加工品 サービスワゴン 販売台 のれん 手彫看板 ちょうちん

塗装色替え
塗装指定色：内朱・内黒・溜塗り、全面クリアなどがあります。

形状変更 サイズ変更

機能追加
・スタッキング加工
・水漏れ防止加工　等

材質替え

打合せ
STEP

1
ご要望をお聞かせください。
数量・納期
サイズ・デザイン
材質・色　使用用途　等

ご提案
STEP

2
お見積、仕様図を
ご提案します。
必要に応じてサンプルの
ご提案もいたします。

ご発注
STEP

3
内容をご確認の上、
ご発注ください。

製作
STEP

4
丁寧に真心こめて
製作いたします。

納品
STEP

5
ご希望の納期に合わせて
納品いたします。

サイズ・形状・機能に対応

017

見積 受注










